
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 広島県立教育センター 

中学校・高等学校の部 



紹 介 作 品 
＜特選＞ 

 

中学校の部 

区分 学校名 学年 氏名 作品名 備考 

化学 
広島大学附属 

三原中学校 
３ 岡野 花央 

スライムの有効活用方法の研究Ⅲ 

～環境が与える影響について負荷実験～ 
全国出品 

生物 

尾道市立向島中学校 ２ 槙 実咲 バイオリアクターは世界を救う⁉ 全国出品 

広島市立 

広島中等教育学校 
３ 伊谷 友佑 

ナナフシの食事スタイルをひも解く  

～エダナナフシとナナフシモドキに 

おけるエサの選び方と食べ方～ 

広島県科学賞 

委員会賞 

全国出品 

 

高等学校の部 

区分 学校名 学年 氏名 作品名 備考 

生物 

広島県立 

西条農業高等学校 

２ 
佐々木 親之 

上垣内 豪大 
コオロギのフンの生物機能Ⅱ 

～フンに含まれる細菌の能力と作用～ 
全国出品 

１ 佐伯 晋之介 

広島県立 

西条農業高等学校 
３ 

鳫林 琉生 

上田 怜空 

𠩤森 孔希 

リン溶解能力の高いリン溶解菌の選抜と

リン溶解菌の接種が植物の生育に与える

影響 

読売新聞社賞 

全国出品  

広島県立 

祇園北高等学校 
２ 

畑野 宗輝 

三輪 慶太 

松友 結 

宮原 和志 

古川のユスリカの群飛行動に関する研究 

～どうしてそこに集まるのか？ 

群飛条件を探る～ 

全国出品 

 

＜科学賞委員会特別賞＞ 

区分 学校名 学年 氏名 作品名 

生物 広島大学附属高等学校 ３ 

河野 真穂 

市川 瑞季 

宇根 可純 

長野 コウ 

誰が誰だかわかる？ 

ゼブラフィッシュの個体識別術 

 

＊作品名は、原本どおりに記載しております。 

＊紹介画像は、研究内容を分かりやすくパネルにまとめていただいたものです。 

パネルの現物は、広島県立教育センター 科学・芸術教育棟 ２・３階ロビーに掲示してあり

ます。当センターへお越しの際は、ぜひ、足を運んでください。 

＊学校や教科部会等へのパネルの貸出も可能です。 

（科学研究の奨励及び充実・発展を目的とする場合に限る。） 
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【特選】スライムの有効活用方法の研究Ⅲ 
～環境が与える影響について負荷実験～ 

（全国出品） 
 

広島大学附属三原中学校  第３学年  岡野 花央 
 

 

 

 

 

 

 

【講評】 

スライムを緩衝材として実用化することを目指して、pHに着目し、試行錯誤しながら実
験や考察を行い、スライムの性質を見出している優れた作品である。 

工夫した点 

・実験を進めていく中で、新たに感じた疑問やさらに追究したいと思ったことについて、
それが明らかになるような実験の筋道を考えて実行した点。 

・スライムが実際に緩衝材として利用される場合を想定し、その際に起こり得る問題（酸
性雨による影響や気温による影響）を解決するために、様々な視点から考えた点。 

分かった点 

・ウォッシャー液を使用して作成したスライムは、緩衝性、高温耐久性、低温耐久性、化
学的耐久性の観点で評価すると、緩衝材として活用可能である点。 

・強い酸性溶液にさらされるとスライムの安定性が失われるため、強酸に注意しながら
取り扱う必要がある点。 

もっと追究したい点 

・自動車事故発生時の被害を和らげる緩衝材としての活用に向けて、より自動車事故に
よる被害に近い条件で衝突実験を行う点。 

・スライムが本来の機能を発揮できるような緩衝材の容器の素材は何かを実験して導き
出す点。 
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【特選】バイオリアクターは世界を救う⁉ 
（全国出品） 

 
尾道市立向島中学校  第２学年  槙 実咲 

 

 

 

 

 

 

 

【講評】 

実験から得られた結果を、グラフ等を用いて分かりやすくまとめており、バイオリアク
ターの作製及び発酵に係る条件を緻密に検討した優れた作品である。 

工夫した点 

・バイオリアクターの活性度を比較するために、発酵時に発生する気体に注目し気体の
発生量を比較できるように実験装置を作成した点。 

・恒温槽のない環境で温度管理をするために、湯の中に遠心管を入れたが、その湯の温
度を４５分間一定になるようにお湯を足したり、湯が増えすぎたら冷えた湯を少し減
らしたりを繰り返した点。 

分かった点 

・発酵に適した糖度：20％ 

・乳酸カルシウム水溶液への浸漬時間：最低 60 分（より長い方が膜の強化ができる） 

・発酵に適した時間：45℃（恒温槽があれば）もしくは夏の外気温 40℃ 
・アルギン酸ナトリウム水溶液の濃度：1.0～2.5％程度（濃すぎると発酵に時間がかか
る） 

・再利用可能の有無：冷蔵保存で可能（一日一回保存容器のふたを開け酸素を補充する） 

もっと追究したい点 

・今回の実験では市販のドライイーストを使用したが、昨年作製した自家製天然酵母を
用いてバイオリアクターを作製し、効率的なバイオエタノール製造についての探究を
継続していきたい。 

・今回の実験では市販の砂糖を使用したが、白米を大根などの天然酵素で糖化し、残飯
などからバイオエタノールを製造する方法を探究したい。 
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【特選】広島県科学賞委員会賞 
    ナナフシの食事スタイルをひも解く  

～エダナナフシとナナフシモドキにおけるエサの選び方と食べ方～ 
（全国出品） 

 
広島市立広島中等教育学校  第３学年  伊谷 友佑 

 

 

 

 

 

 

 

【講評】 
エダナナフシやナナフシモドキの食性に着目し、十分な数の個体を用いて何回も実験を

重ね、得られたデータから客観的に考察して多くの気付きを得た優れた作品である。 

工夫した点 

・データに正確性を持たせるために、実験は 15～20匹で行った。 

・使った道具などなるべく同じ条件で実験する事で、比較しやすくした。 

・特に、ナナフシの体力や、日々のストレスなども考えて、慎重に実験・飼育を行った。 

分かった点 

・ナナフシの食べる量は体重と体の大きさは関係なく、エダナナフシはサクラを好み、
ナナフシモドキはコナラを好むということが分かった。 

・エダナナフシの方が、ナナフシモドキよりも多く量を食べ、食べる事ができる植物の
種類も多かった。 

・ナナフシは葉の上の部分から食べることも分かった。 

もっと追究したい点 

・ナナフシはなぜ個体によって食べる量にばらつきがあるのか。 

・ナナフシはなぜ上から葉を食べるのか。 
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【特選】コオロギのフンの生物機能Ⅱ～フンに含まれる細菌の能力と作用～ 
（全国出品） 

 
広島県立西条農業高等学校  第２学年  佐々木 親之 

第２学年  上垣内 豪大 
第１学年  佐伯 晋之介 

 

 

 

 

 

 

 

【講評】 
コオロギのフンを用いた土壌改良剤の有用性の原因について検証を行った。循環型バイ

オエコノミーを目指し、実験結果の緻密な分析に基づいて実践的な利用可能性を高めた優
れた作品である。 

工夫した点 

・病害虫の被害を減少させる土壌改良効果はなぜ生じるのかを確認する実験では実験結
果の信憑性を高くするために、同じ実験を複数回行った。 

・植物の成長を促進させる土壌改良効果はなぜ生じるのかを確認する実験では、細菌の
影響ではなく、細菌が分泌する物質の効果を調べるために、ろ過フィルターを用いて
細菌を取り除くことを工夫した。 

分かった点 

・セルロース分解細菌に抗真菌・抗細菌作用があることが分かった。この作用があるこ
とで病害虫の被害を減少させる土壌改良効果が生じたと考えた。 

・セルロース分解細菌にオーキシン生成能力があることが分かった。この能力があるこ
とで植物の成長を促進させる土壌改良効果が生じたと考えた。 

・２種の細菌が植物成長促進根圏細菌であることが分かった。 

もっと追究したい点 

・土壌改良効果が確認できた土壌改良材の細菌叢を調べ、同定した細菌がどのように関
わっているか追究したい。 

・短期間で作成でき、使用しやすい土壌改良材を作成したい。 

・発見した細菌を使って病害虫の被害を減少させ、植物の成長を促進させる農業資材を
開発し、化学農薬、化学肥料の削減に貢献したい。 
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【特選】読売新聞社賞 
    リン溶解能力の高いリン溶解菌の選抜とリン溶解菌の接種が植物の

生育に与える影響 
（全国出品） 

 
広島県立西条農業高等学校  第３学年  鳫林 琉生 

上田 怜空 
𠩤森 孔希 

 

 

 

 

 

 

 

【講評】 

難溶性リン溶解能力が高い株を同定し、植物に与える影響、軟腐病菌に与える影響及び
その原因について、様々な手法を用いて多角的に検討した優れた作品である。 

工夫した点 

・細菌の難溶性リン溶解能力を検証する実験では、細菌の能力を、リン酸カルシウムを
可溶化して透明になった部分の大きさを測定することで可視化した。 

・リン溶解菌が植物に与える影響を検証する実験では、リンを難溶性リンに代えたり、
土壌を滅菌したりする等条件を整えることを工夫した。 

分かった点 

・環境中から難溶性リンを溶解する能力を持つ細菌を見つけることができた。また、そ
の細菌を土壌に添加することによって植物の地上部や根の生育を促した。 

・さらに、植物病（軟腐病）の要因となる細菌に対して液体状の物質を出して、細菌の生
育を抑制することが分かった。 

もっと追究したい点 

・難溶性リンをリン溶解菌が溶解することで、土壌中の植物が利用できるリンの量が増
加することを、土壌分析をすることで明らかにしたい。また、今回見つけたリン溶解
菌が他の植物病の由来となる細菌に対しても生育抑制効果が見られるのかを明らかに
したい。 
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【特選】古川のユスリカの群飛行動に関する研究 
～どうしてそこに集まるのか？群飛条件を探る～ 

（全国出品） 
 

広島県立祇園北高等学校  第２学年  畑野 宗輝  三輪 慶太 
松友 結    宮原 和志 

 

 

 

 

 

 

【講評】 

素朴な疑問に基づき、野外における実験を繰り返し行うことでユスリカの群飛指標を明
らかにし、人工的に作った装置内で群飛させることに成功するなどオリジナリティにあふ
れる優れた作品である。 

 
 

工夫した点 

① 野外観察を丁寧に行い、研究に適したユスリカの種類や研究場所を決めた。 

② 仮説の検証方法として現地でできる実験方法を工夫した。群飛を物理的に移動させて
反応を見る。群飛下方に色違いの板を置いて反応を比較する。扇風機の風速を連続的
に変化させ群飛に適した風速を探る。光を当てて反応を調べる。 

③ 群飛指標を特定する実験装置を自作し、装置内で群飛させることに成功した。 

分かった点 

① 群飛指標は、下方の輝度比が大きい暗色の物で、その上空で群飛する。 
② 群飛には風も大切で、約 0.3～約 2.2ｍ/s の遅い風速で群飛し、気流が乱れる場所に

集まりやすい。 

③ 群飛下への白板挿入や、下方から強光を当てると群が飛散することを発見した。 

もっと追究したい点 

① 群飛場所を交尾や産卵など繁殖戦略と合わせて研究する。  

② 近縁のダンダラヒメユスリカやその他の種についても比較する。 

③ 光の種類や強さによる行動への影響を模索中で、群飛を移動させる方法の開発につな
げたい。 

第 6９回 日本学生科学賞 

入選１等 
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【科学賞委員会特別賞】誰が誰だかわかる？ゼブラフィッシュの個体識別術 
 

広島大学附属高等学校  第３学年  河野 真穂  市川 瑞季 
宇根 可純  長野 コウ 

 

 

 

 

 

 

 

【講評】 
日々の飼育、観察での気付きを基にゼブラフィッシュの個体識別能力に着目した。模型

や合成画像、物体検出アルゴリズムを用いる等、実験方法に工夫が見られる優れた作品で
ある。 

工夫した点 

・個体同士の識別を判断する時に、識別の基準を設けるのではなく、行動の違いに注目
して識別しているか否かを判断したこと。 

・モデルや合成画像を自分たちで作成し、それらを用いて実験をしたことで、ゼブラフ
ィッシュの視覚に焦点を当てて研究したこと。 

・評価項目を設けて行動を数値化したとともに、機械学習やプログラミングを用いて客
観的にデータを処理したこと。 

分かった点 

・ゼブラフィッシュは個体同士を識別していること。 

・ゼブラフィッシュは特定の体の部位が個体識別に深く影響を与えている可能性がある
こと。 

もっと追究したい点 

・最も識別に関与している要素を、さらに具体的に明らかにする。 

・今回の研究では合成画像を用いたが、合成動画を用いて実際のゼブラフィッシュの状
態に近づけて実験を行う。 

・雌雄による識別能力や方法の差があるのかどうかを調べる。 
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